
様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 長野県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の
区分

継続

プロジェクトの
期間

平成１９年～２１年度
政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

事業費

 (単位：千円)
（うちH21事業費）

3,000

14,100
(4,700)
18,000
(7,000)

7,500
(2,500)
57,000

(19,000)
5,100

(1,700)
13,000

(13,000)
117,700
(47,900)

公園整備事業はまちづくり交付金を活用する。
（事業費13,000千円　交付金5,200千円　一般財源7,800千円）

北又の森公園整
備事業

村営住宅や村営保育所周辺にある公園の整備

村営図書館運営
と蔵書の充実

村営図書館の新刊図書の購入
１９，０００千円×３年

健やかな青少年
育成事業

少年倶楽部の育成補助金９００千円×３年
しもじょっ子まつり運営補助８００千円×３年

総　計

その他特記事項

中学生以下の医
療費無料化

子育て世代の負担軽減を図るため、中学生までの医療費を村で負担す
る。
４，７００千円×３年

保育料の軽減
子育て世代の負担軽減を図るため、保育料を軽減する。
４，０００千円×１年（H19)、７，０００千円×２年（H20・H21)

延長保育・学童
保育事業

共働き世帯など子育支援として延長保育、学童保育を実施。
２，５００千円×３年

http://www.vill-shimojo.jp/01gyousei/50ganbaru/2009-0526-1715-4ganbaru.html

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名　称 事業概要

若者定住促進住
宅の建設事業

集合住宅周辺の環境整備。
Ｈ１９：昨年度建設した集合住宅の周辺環境整備へ３，０００千円

下條村

若者定住促進プロジェクト

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
　むらの活性化、産業の振興には、人口の増加、若者の定住が大きな影響をあたえることか
ら、平成２年より人口増対策、若者定住促進として村営住宅、分譲住宅地の整備に取組み、
当時３,９００人と減少し続けた人口も現在は４，２００人台に回復しました。また、家賃の安い若
者定住促進住宅の整備や中学生までの医療費無料化などの子育て支援施策、小さな村に
はちょっと贅沢な図書館と文化センターなど都会的な楽しみができる施設の充実が、子育て
世代の若者に大変好評で、合計特殊出生率にも反映し１．９７人と国の平均を大きく上回って
います。今後も子育て世代を応援する施設、施策の充実を図り、若者が安心して定住できる
むらづくりを推進する。

（具体的な成果目標）
　人口の自然増減が均衡した緩やかな人口増加。
　　　　　　　　　　　　　　　　H19.3.31現在4,216人　→　H22.3.31（目標）4,250人
　村営住宅入居者の戸建て住宅取得による１割定住。

⑤定住促進プロジェクト


